平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名: 美術館展示費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整担当　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：30,778千円（前年度予算額：31,242千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　・岐阜県美術館の収蔵品を展示する所蔵品展示。
　・国内外の作品による多彩なテーマの企画展開催。

（１）所蔵品展示費
①所蔵品展示の運営、管理、保全
②所蔵品特別展の開催

　　初公開作品を含む県美コレクションの精髄による 三幕の物語展
　　　平成24年1月11日（水）～5月13日（日）　103日間

（うち平成24年度は34日間）
（２）企画展開催費
　　①開館30周年記念　象徴派展（仮称）　

　　　　平成24年7月13日（金）～8月26日（日）　39日間

②開館30周年記念　岐阜県美術館の歴史　30年の歩み展（仮称）

　　平成24年11月2日（金）～12月24日（月）　46日間

③体感アート　～アボリジニから現代美術まで～　
旧ミュージアムコレクションを迎えて（仮称）
　　平成25年1月22日（火）～5月6日（月・祝）　91日間
（うち平成24年度は60日間）
（３）企画展準備費

　平成25年度以降の企画展の準備、調査。

	２　所要経費


（１）所蔵品展示費　　10,255千円
①所蔵品展示の運営、管理、保全　　8,001
②所蔵品特別展の開催　　　　　　　2,254　　 
 （２）企画展開催費　　19,923千円
　　①開館30周年記念　象徴派展（仮称）　                        5,272　　　　

②開館30周年記念　岐阜県美術館の歴史　30年の歩み展（仮称）　7,940
③体感アート　～アボリジニから現代美術まで～　

旧ミュージアムコレクションを迎えて（仮称）　  6,711
（３）企画展準備費　　600千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
５ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　・学校や地域の文化施設において、子どもたちが優れた地域の芸術文化や伝統文化

に触れる機会の充実を支援する

　　・県有文化施設における無料又は安価な料金での催しや､高校生以下の観覧料の無料

化や企画展･教育普及事業の開催などを通じ、県民が文化芸術に親しむ機会を充実する

　　・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成する

	２　これまでの取組状況


（１）所蔵品展示(平成22年度)
①所蔵品展示の運営、管理、保全

· 所蔵品展示室では1年に4期(1期3ヶ月)の所蔵品展示を行い、さらに半期の入れ替による計7回の展示替によって、所蔵品をテーマに併せて展示。テーマは、企画展の傾向とのバランスを取り、美術を通史的に考察する展示、寄贈されたコレクション展など、様々な視点から来館者のニーズに答えた。入場者数　29,423人。
· 環境調査を含めた作品保存の問題は全国の美術館の課題であり、当館では館内スタッフ及びボランティア・スタッフ(サポーター)にも協力を要請して取り組んできた。特に、全国に先駆けて平成12年度に導入したIPM(総合的有害生物管理）は、カビや虫による被害が生じる前に作品周辺でのこれら有害生物の発生を阻止しようとするもので、22年度始めに、サポーターによる「虫パトロール」を発足させ、年間を通して多くの目による地道な観察を日常レベルで行なえるようシステム化した。
　　②所蔵品特集展示
　　　・全国豊かな海づくり大会に併せて、岐阜県美術館の所蔵品から水をテーマに特集展示を開催。4月20日(火)～7月11日(日)(72日間)、入場者数1,179人。

（２）企画展の開催(平成22年度)
①「20世紀美術への招待状　―ピカソ、シャガールから横山大観、竹内栖鳳まで－」展開催。7月16日(金)～8月22日(日)(33日間）、入場者数11,629人。
②「ストラスブール美術館所蔵　語りかける風景　コロー、モネ、シスレー、ピカソまで」展開催。9月1日(水)～10月17日(日)(39日間)、入場者数16,946人。
③「現代へのまなざし　没後10年　三尾公三展」開催。11月2日（火）～平成23年1月30日（日）(７２日間)、入場者数 7,340人。
④「伊藤慶二＋林武史」展開催　平成23年2月22日（火）～5月8日（日）（66日間、うち平成22年度は33日間）、入場者数4,620人（平成22年度分2,139人）

（３）企画展準備費（平成22年度）
　平成23 度以降の企画展の準備、調査。

・平成23年度に開催する企画展の準備として、ドキュメンタリー岐阜１３５展、リニューアルオープン記念 三幕の物語展の準備調査を行った。

	３　これまでの取組に対する評価


（１）所蔵品展示

①所蔵品展示の運営、管理、保全

· 企画展「20世紀美術への招待状」に併せて、岐阜県美術館所蔵の20世紀の美術作品をテーマ展示し、大変好評を博した。
· 寄贈を受けた杉山半次郎コレクションから川合玉堂を中心にテーマ展示し、多くの来館者を得た。

· 岐阜県美術館のIPM(総合的有害生物管理）に関して、九州国立博物館において活動報告がなされるなど広く全国に周知される状況にあり、永続的な活動が高く評価されている。
　　②拡大所蔵品展

· 全国豊かな海づくり大会に併せて、水をテーマに特集展示し、「水の風景」「生活の水」「生命の水」「水のデザイン」「水のいきもの」「水のエネルギー」など様々な切り口で岐阜県美術館の所蔵品を展示、紹介し大変好評を博した。
（２）企画展
・ 「20世紀美術への招待状」展は富山県との交換展で、富山県立近代美術館と富山県水墨美術館が所蔵する名品を展示した。また「ストラスブール美術館」展ではストラスブールの美術館の所蔵品から風景をテーマに展示し、ヨーロッパの美しい風景画は多くの来館者を魅了した。いずれもそれぞれの館の所蔵品をまとめて借用することで経費を抑えながらも充実した展示となった。
・ 「三尾公三展」「伊藤慶二＋林武史」展では、岐阜県ゆかりの現代美術家を広く紹介し、関連催し物なども数多く開催することで、作家や作品をより多くの来館者に周知することができた。
（３）企画展準備

　　・平成23年度は3ヶ月の休館をはさんで2本の企画展と1本の所蔵品特別展を開催する予定である。なお、平成２２年度から開催していた「伊藤慶二・林武史」展は終了し、郷土ゆかりの現代美術家を県内外の人々に広く紹介することができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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